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高レベル放射性廃液のガラス固化プロセスにおける揮発成分の移行挙動について小型ガラス溶融炉を用い

た試験により確認した。本報では、処理速度向上による揮発成分の移行挙動への影響について報告する。 
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1. 緒言 高レベル放射性廃液のガラス溶融プロセスにおいて、廃液成分の移行挙動を把握することが重要

である。処理速度向上時や高減容処理時には廃液中の核分裂生成物の投入速度が増加するため、一部の成

分の揮発量が増す可能性があり、オフガス系統の負荷向上や固化ガラスの品質低下が懸念されている。本

研究では、小型ガラス溶融炉を用い、処理速度向上時の揮発成分の挙動について調査した。 

 

2. 試験 試験は溶融ガラス約12kg（深さ約18cm）を保持可能なジュール加熱式の溶融炉で実施した。試験は

原料ガラスビーズ180g/hr、模擬廃液600g/hrの標準条件と、それぞれの供給量を4/3倍とした高速処理条件で

実施した。高速処理条件では、バブリングにより、溶融ガラス上部に生成する安定な仮焼層を形成するとと

もに気相部温度を一定に保った運転を行なった。処理速

度向上ならびにそれに伴うバブリングの影響を評価する

ために、試験中の溶融ガラスと溶融炉内気相の各温度計

測、仮焼層の形成状況観察、オフガスサンプリングを行

なった。また、試験終了時にバブリングによる炉内撹拌

効果の確認のため、溶融ガラスをサンプリングした。各

サンプル中に含まれる白金族濃度から、揮発成分の移行

割合を明らかにした。 

 

3. 結果 試験結果の一例として廃液成分に含まれる揮

発成分の標準条件での移行割合を図１に示す。レニウム

の多くはオフガスとして炉外排出される。セシウムやルテニウムは多くが溶融ガラス内に移行するが、セ

シウムが流下ガラスとして炉外排出される一方、ルテニウムは炉内滞留の割合が高く、流下で排出されず

炉底に堆積する。バブリングを伴って処理速度を向上させた場合の移行割合の変化および各試験終了時の

白金族元素の堆積状況の変化についても発表にて報告する。 
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図 1 標準条件での揮発成分の移行割合 
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